














































 第 2 章では、「ノン・ダンス」と呼ばれる活動を担った舞踊家たちが所属していた
















































ンサーの⾝体にとって、個⼈の⽣を取り戻す「芸術作品としての⽣(la vie comme 
œuvre dʼart)」「⽣存の美学(esthétique de lʼexistence)」を確⽴するものと⾔える。こ
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る概念と捉えるならば、「ノン・ダンス」という⾔葉は 1990 年代半ばから 2000 年代
以降に徐々に⽣じたフランスのコンテンポラリー・ダンスあるパラダイム・シフトの
到来とその後の展開を指す際に使⽤するに差し⽀えないものと思われる。しかしなが
ら、本論⽂の議論を踏まえた上で、別の名称を提案するならば、差し当たってはフォ
スターのコレオグラフィ概念の分類を継承し、それが考察対象としていない 2000 年代
以降のコレオグラフィ概念を提案する意図も込めて、作者である振付家とダンサーと
観客の⽣に焦点を当てながら⺠主的な共存の形態を探る「共存のためのコレオグラフ
ィ」と名指しておきたい。 
 
